
 
 
１．学習の到達目標 
１ 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。 

２ 思考力を伸ばし心情を豊かにする。 

３ 言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。 

４ 国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 
 
２．学習の評価 
評価の観点 関心・意欲・

態度 
話す・聞く 

能力 
書く能力 読む能力 知識・理解 

評価の規準 国語や言語

文化に対す

る関心を深

め、国語を尊

重してその

向上を図り、

進んで表現

したり理解

したりする

とともに、伝

え合おうと

する。 

自分の考え

をまとめた

り深めたり

して、目的や

場面に応じ、

筋道を立て

て話したり

的確に聞き

取ったりす

る 

自分の考え

をまとめた

り深めたり

して、相手や

目的に応じ、

筋道を立て

て適切に文

章に書く。 

自分の考え

を深めたり

発展させた

りしながら、

目的に応じ

て様々な文

章を的確に

読み取った

り読書に親

しんだりす

る。 

表現と理解

に役立てる

ための音声

文法、表記、

語句、語彙、

漢字等を理

解し、知識を

身につけて

いる。 

評価の方法 
授業態度、学習の取り組み状況、課題・宿題・ノートなどの提出物の状況、

定期考査、基礎力テストなどを総合的に判断して評価します。 

３．教科からのメッセージ 
人間は言葉によって思考します。言葉を理解する能力は人間の知的活動の根幹となるもの

です。国際的に見て日本の学生の国語力が落ちているという結果が出ていますので、ぜひ

しっかり勉強して欲しいと思います。 
 
 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

国語 国語総合 ２ ２ 
ｾﾗﾐｯｸ,ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
電気、機械 

必修 
「高等学校 国語総合」 

数研出版 
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国語総合指導計画案 

国語総合 
セラミック・デザイン 

電気・機械  
２単位 

 

１ 学習計画 

 

学

期 
学 習 内 容 

学

期 
学 習 内 容 

学

期 
学 習 内 容 

１ 

学

期 

1 現代文：随想 

○佐藤雅彦 

「差」という情報 

２ 

学 

期 

１現代文：評論 

○黒崎政男 

ネットが崩す公私の境 

３ 

学

期 

１現代文：小説 

○井上ひさし 

ナイン 

２古文：歌物語 

○芥川 

○筒井筒 

（『伊勢物語』） 

２古文：和歌 

○万葉集 

○古今和歌集 

○新古今和歌集 

２古文：日記文学 

○門出 

○帰郷 

 （『土佐日記』） 

３漢文：故事 

○狐借虎威 （韓非子） 

○朝三暮四 （列子） 

３漢文：史伝 

○管鮑之交 （十八史略） 

○鶏口牛後 （十八史略） 

 

３漢文：史伝 

○管鮑之交 （十八史略） 

○晏子之御 （史記） 

○鶏口牛後 （十八史略） 

 

４基礎力テスト 

（１回１０分・月１回） 

 

４基礎力テスト 

（１回１０分・月１回） 

４基礎力テスト 

（１回１０分・月１回） 

 

 


